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●はじめに
今回の調査の結果、称徳天皇の大嘗宮悠紀院の全貌が明らかになりました。本資料

では大嘗祭の概要と、称徳天皇の大嘗宮の特徴について解説致します。調査や遺構の

概要についてはカラーリーフレットをご参照下さい。

●大嘗祭とは
大嘗祭は天皇が即位後初めて新穀を神に供え、神とともに食する儀式です。 11月

の下卯の日が祭日とされています。天皇即位後に行う一世一度のものです。即位が 7

月以前であれば、即位した年に、 8月以降であれば、翌年に実施されました。
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図1『懺式』による大嘗宮における天皇の動き

1) 天皇即位後、悠紀・主基二国を卜定する。 大嘗の儀を行う。その後天皇は廻立殿に戻り

2) 8月上旬に悠紀・主基両国に抜穂使を派遺し、 （午後 11時頃）、再び御湯殿の儀を行った

9月に抜穂の行事を行い、これを都に運ぶ。 後、祭服を替えて主基院の正殿に向かい（午

3) 祭日の 7日前に地鎮を行い、大嘗宮（悠紀 前2時半頃）、再び大嘗の儀を行う。その後

院・主基院）と廻立殿を造営する（3日前ま 天皇は廻立殿に戻って（午前5時頃）着替え

での 5日間で竣工）。 た後、内裏に還御する。

4) 11月下卯の日、悠紀・主基正殿の儀式を行う。 5) 大嘗祭終了後（翌日辰の日午前 5時半頃）、

天皇は内裏から廻立殿に出御（午後7時頃） 。 鎮祭の儀式を行い、悠紀・主基両国の人夫に

ここで御湯殿の儀（潔斎）を行った後、着替 よって大嘗宮を解体し、地鎮を行う。

えて悠紀院の正殿に向かい（午後8時半頃）， 6) 翌日から 3日間（辰・巳・午の日）節会を行う。



●本調査における大嘗宮は称徳天皇のものと推定

今回全貌が明らかとなった大嘗宮は、柱穴出士の瓦の年代により、奈良時代後半、第一次大極殿院

解体後のものであることがわかります。 これにより、淳仁 ・称徳 ・光仁 ・桓武の各天皇のいずれかの

大嘗祭にともなうものと考えることができますが、淳仁 ・光仁 ・桓武の各天皇が大嘗祭を行ったとさ

れる太政官院（乾政官院）は、 5時期の大笞宮の存在が知られる東区の朝堂院にあたることは確実です。

したがって、今回の大嘗宮は 765年（天平神護 l)に行われ、場所が明記されていない称徳天皇のもの

とわかります。

表1 奈良時代の大嘗祭

年月日 天皇悠紀国 主基国1 史 料 史料出輿（＂鳥日本紀』 ） 撞定位置

① 71（ 霊6年亀112 月)1 9 日 元正 遠江 但馬 遠辛人一卯江階ら、にを・大撮須進機嘗むをす鴫。の。但う`蠣馬こ王国と差巳の下郡あ、司り及。二人び由機百に位官の 霊亀2年11月辛卯条 東区朝堂院輌庭(01期）

② 7（神24亀111月)23日 聖武 ●前 播磨 播石臣嶋宮己鵬卯磨上のら国男朝南．、大臣内北を・嘗須石藷の二機す上男物門。朝郎、にと●す従立臣を前．七寧つ乙位。国従麻い五上てを呂位榎由、、機従井神下石楯六朝と位上臣をし上斎、朝大 神亀元年II月己卯条 東区朝堂院朝庭(02期）

③ 7ぽ4坪平勝11月宝251)日 孝謙 因幡 美濃 岐因乙幡卯国、をと甫すも薬。っ園て新由官機に国おといして、美大嘗濃すを．須 天平膊宝元年11月乙卯条 甫薬園新官

④ 7ぽ58年平宝11月字223)日 淳仁 丹波 擢磨 辛をを卯行須岐、う。乾と政丹す官。波院国にを鋼由・機してと、し大、嘗播磨の事国 天平宝字2年11月辛卯条 東区朝堂院朝庭(Allll)

⑤ （7天65平年神11護月1)22日ヵ 壽讐養濃 越前 曼をるお（寅も。い酉天●って、て皇の最、更由聾、よ重●にり日ね先大とはして、嘗2慶、万2の鑢帝日●事蔚己、にを厩11卯●行を1こかむう須濠J．。伎鱚費ことこに濃すに遷露． 天(16平日神）襲粂元年11月曼酉 中［今央回区］輌霊醗輌霙

⑥ 771（宝年亀112月)21日 光仁参河 因幡 宝亀2年II月癸卯条 東区朝堂院朝庭(B期）

⑦ 7函81年111月)13日 桓武越前 傭前 ●Tをを巳行卯前戴上、にをるう太。須。様政鑢機土を官風前層と院す国蒙う。債にをこ鋼両をもと国庭差っし種ててにあ、種賽由り大機翫す．嘗好．と五ののし事物位、 天応元年II月T卯条 東区朝堂院朝庭(C期）



●奈良時代の大嘗宮について

称徳天皇の悠紀院の規模は、北限、南限、東限の確認に

より、東西31.2m(l05尺）、南北43.8m(l48尺）である

ことがわかりました。

また、大嘗宮北門は西宮南門心から南に500尺 (148.0m)

の位置に設け、大嘗宮が極めて計画的に配置されていたこ

とがわかります。

中央区朝堂院の東側に位置する東区朝堂院では、 5時期

の大嘗宮を確認しており、このうち明瞭に確認できる 3時

期の大嘗宮の規模は、今回の大嘗宮とほぼ同一であること

がわかります。

その構造には、西と東に門を設けた北半部の区画に臼屋

と膳屋を東側柱列を揃えて配すること、南半部では西側に

限りを設けず正殿と御厠を配すること、建物は柱筋を揃え

て配することなどに共通する特徴を持つことがわかります。

称徳天皇の大嘗祭は、道鏡の影響や天皇の仏教への傾倒

により僧侶も参加した異例の形式で実施されたことが知ら

れていますが、奈良時代の大嘗宮の変遷からは、今回の大

嘗宮は通例の規模と構造であったと位置づけることができ

ます。
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図2 称徳天皇の大嘗宮悠紀院推定復原図

（昭和 60年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概

輯をもとに再作図 ）
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図3 奈良時代の大嘗宮悠紀院の配置変遷図



表2 大嘗宮の規模一覧
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●調査成果と今後の課題

称徳天皇の大嘗宮悠紀院の全容を解明 また、東区朝堂院朝庭A期において廻立殿に比

今回、称徳天皇の大嘗宮悠紀院の全貌を明らか 定した建物は4間Xl間の東西棟で、『儀式』から

にした結果、平城宮で大嘗祭を行った7代の天皇 復原される 5間X2間の廻立殿とは規模が異なり

のうち、南薬園新宮で行ったという孝謙天皇以外 ますし、東区の他の4時期については廻立殿に比

の6代の天皇の大嘗宮所在地が確定し、その規模｀定できる建物を確認できていません。

や構造の変遷を考えることができるようになりま 6代の天皇の大嘗宮の所在が明らかになった今、

した。また、称徳天皇の大嘗宮が中央区朝堂院に 廻立殿の存在形態の確認は奈良時代の大嘗宮につ

展開することは、称徳天皇の西宮が第一次大極殿 いて残された大きな課題です。

院の跡地に設けられた宮殿である可能性を高め、

平城宮全体の構造と変遷を考える上でも大きな手 中央区朝堂院の利用形懇

がかりとなります。 中央区朝堂院中軸に展開する建物群（建物5・ 6 ・ 

廻立殿の行方

7)の東限の区画施設とみられる掘立柱列3が調

査区外の南に延びることから、区画はさらに南へ

先の調査では悠紀院の北西に位置する大型建物 広がるとみられます。この北限の区画施設とみら

(5間X4問の東西棟か）を廻立殿に比定しました。 れる東西柱列2は朝堂の東第一堂の北側柱列と柱

しかし今回、明らかになった称徳天皇の大嘗宮悠 筋を揃える位置にあり、 廻立殿に比定した大型建

紀院の規模と構造は、東区朝堂院で確認した大嘗 物がこの建物群と関連するとすれば、間に区画施

宮群や 『儀式』から復原できる大嘗宮と基本的な 設は存在するものの、区画は北側にも展開する可

違いはありません。この廻立殿のみが 『儀式』に 能性があります。

よって復原される 5間X2間の東西棟とは隔絶し この建物群は、朝堂院中軸に位置する極めて特

た規模を誇るのは不自然で、むしろ今回新たに見 殊なもので、その性格の解明は奈良時代後半の中

つかった掘立柱建物群（建物5・ 6 ・ 7)との関 央区朝堂院の利用形態や機能を考える上で重要な

連を考えるべきかも知れません。 課題となりました。


